





























































































にて致仕す 直前の作、長い年月をかけて高位に至っ と、来し方を振り返った例。〔當金鉉〕 「金鉉」 は金色の耳づる （鼎
かなえ
の両耳に通して持ち上げる道具） 。


















































































































































































す （不知天下士、 猶作布衣看） 」 というなどの用例が見える。前者は、












































意を表しており、劉禹錫が主賓として果たすべき役割をきちん 果たした部分といえようか。ここまで主人・主賓の順 担当し、次の参加者の担当 へとつながって行く。






















































如夢、狂來或自歌） 」という例は、詩題 いう李山人の自由な様子を詠じるのに「 」を用いている。また、李白の「陪侍郎叔遊洞庭、醉後三首」其一（王本二〇）に「三杯
　小阮を容れ、醉後
　淸狂を發す（三
杯容小阮、醉後發淸狂） 」という例は自らを阮咸、叔父を阮籍に喩えて、三杯飲むと自分を受け入れてくれ、 酔っ払 と「淸狂」を発するという。「淸狂」は王琦注に指摘するごとく、 『漢書』昌邑王傳に用例はあるものの、李白は思いをほしいままにすると う異なる意味で用いている。前の句においてではあるが ここと同じく「容」の文字とともに用いているという点でも興味深い例と えよう。盛唐期 は張旭の草書が「狂草」と呼ばれた逸話や賀知章が「四明狂客」と呼ばれた逸話なども伝えられ いる。
また中唐の詩人たちに大きな影響を与えた杜甫も、自らを詠じた「狂



















































唐までの詩においても、 曹植の 「閨情」 二首其二 （ 『曹植集校注』 三） に、
































際の高揚感と「狂」は関係の深いも なのであろう また 酔 と対にして「狂吟」が表現されていることからすると、 この聯句におけ 「狂取樂」も、 主に詩を作る楽しみを指していることが想像できよう。なお、「狂吟」の語は先に引いた曹華の「蘭亭詩」に見えていたが、 その後ずっと詩中に用例が見られず、劉白に至って再び用いられ ようになった













取樂遂吾情） 」といい、 李白の「敘舊、 贈江陽宰陸調」 （王本一〇）に「大笑して
　同一に醉ひ、樂しみを取らん
　平生の年（大笑同一醉、取樂






















…」 （…である上に、 さらに…） と同じであると指摘する。例を見る限り、常に強い累加の意味で用いられるとは限らないようだが、以下、この二つの副詞を呼応させた形で用いた例を挙げてみ 。
唐までの詩には、 謝靈運の「擬魏太子鄴中集詩八首」其四「徐幹」 （ 『文























































































































































益かあらん（邪而詛之、將何益矣） 」というなど、経書から例が見える。前者は出かけようとする者にどこに行くか 尋ね 例、文字は異なる
が、 ここと同じく行き先を問う。後者は「どこ」ではなく「何」の例で、邪悪を防ごうとしないでいて、邪悪なことが起こってから呪っても意味がないと述べた例。
経書の他にも、 『荀子』非十二子に「今夫れ仁人や、將た何をか務む









































何をか爲さん（君子恩已畢、 賤妾將何爲） 」 、 男性の愛を失ってしまい、どうしてよいか分からなくなった女性が描かれている。
− 92 − − 93 − （88）
指した表現はないように思われる。












































































將た何にか用ふる（一石沙、 幾斤重、 朝載暮載將何用） 」
の句がある。牛が運ぶ砂の用途を尋ねることにより 新宰相就任時に作られる沙堤のためであることを表現した次の部分を導く例。〔留歡〕とどまってたのしむ。その場に残ってゆっくりと楽しみを味わいつくす。佐久節注・柴注のように「留まり歡して」と訓読した方がより原文の意味に近いかとも思われるが、 こでは対句を重視して
「歡を留めて」と読んでおいた。以下の例でも動詞＋目的語の構造の語と対にしている例がしばしば見られる。なお、陶注は「歡」 妓女や楽団を指すと解す が、用例を見る限りでは、明らかに妓女や楽団を
− 92 − − 93 −
劉白聯句訳注稿（十八） （橘）
（89）

















史であった時に作られた劉白唱和詩で（劉の作は残っていない） 、裴度の集賢坊の家での酒宴において、心ゆくまでくつろぐ様子を表現するのに「留歡」 語が用いられている。〔便是歸〕 （楽しみを尽くして）それから帰る。これも劉禹錫を引き留めることばということになろう。「便是」の表現、Ａ＝Ｂを表す「便ち是れ」の場合と、 「便ち
是ここ
に」





是れ洛陽の才なり 若非邯鄲美、便是洛陽才） 」という。高い楼台から見える人が、美人でなければ才子であることを表現した句 ようだ。
唐に入っても例は少ない。初唐には見えず、盛唐では孫逖に二例見






























































































































邊水、秦人去是歸） 」というなどの例がある。前者は、裴闡（未詳）の向かう毗陵（江蘇省常州市）が皇甫冉 故郷である丹陽 江蘇省丹陽市）に近いにも関わらず一緒に帰れないことを述べた句か。後者は、母方




































の際の「文舞將作、先設階步辭」 （ 『隋書』音樂志中）に「鳳は儀し龍は至り、我が雍熙を樂しむ（鳳儀龍至、樂我雍熙） 」という。前者は、武帝を称えて鳳凰が集まると表現したもの、 「足足」は鳳凰の鳴き声の形容。後者は、宮廷の音楽の中で太平を言祝ぐために竜や鳳凰が集まると表現したもの。
唐に入っても用例は非常に少なく、この聯句に先立つ例はないよう
だ。劉白にも用例はない。




























雲等潤） 」という。前者は 庾亮が堂々たる風体であったことを表現したもの、後者は褚淵の風采がすぐれているこ を表現したもの。
唐までの詩に一例、 北齊の邢邵の 「三日華林園公宴詩」 （ 『藝文類聚』 四）





























































































天下盡化爲侯王） 」と など 例がある。前者は、蕭何や曹參ら漢名臣も小吏だった頃があるのだから、君も明君に従って功績を立てるだろうと張旭を励ました句、後者は、安祿山の反乱における功績によって権勢を誇る人々も、結局は天子に付き従って得たも であると表現した句。
劉白には、鳳凰について「附」と表現した例もないようだ。





























蚊力負山疲） 」という。中書省に宿直し 際の思いを詠じたも で 力不足で任に堪えないことを表現している。
同時代の文章では蒋注も引く馮宿「爲馬總尙書謝除彰義軍節度使表」
（ 『全唐文』 六二四） に一例、 「鴻私の薦及ぶも、 蚊力何ぞ堪へん （鴻私薦及、蚊力何堪） 」という。馬總の代作で、彰義軍節度使に除せられた皇恩に感謝しつつ、任に堪えないと謙遜する例。
管見の及んだ限りでは、以上が唐代までの「蚊力」 用例の全ての





























虫を表現するのに用いられており、やはり自己の 不足を謙遜し 表現する例はない。〔自知微〕自分で自分が微小であると知っている。自分が微力であることは分かっている。「知微」 の表現は、 古く 『周易』 繫辭傳下に 「君子は微を知って彰を知り、柔を知って剛を知る（君子知微知彰、知柔知剛） 」といい 『禮記』中庸に「遠くを知るに近くに
之ゆ
き、風を知るに自るところに之き、微を























む（曾是知微、 降情敦剋） 」というのは、 釈奠の詳細を知り、
へりく って礼を実施する意味のようである。沈約の 「贈劉南郡季連詩」（ 『文館詞林』一五八）に「灼灼たる中壘、
奧あう
に入り微を知る（灼灼中壘、
















































唐に入り、 初唐に例がなく、 盛唐詩にも一例 み。李白の 「陳情贈友人」
（王本一二）に「願はくは東壁の輝きを假り、 餘光
　貧女を照らさん（願


















































































































































数は把握しがたいが、劉白にもこの故事を踏まえ 例は見られる。聯句に先立つものをそれぞれ一例ずつ挙げ お う。
劉の大和三年 （








































































































前者は、秋胡子と結婚した妻が、結婚という幸運 自分 訪れ、喜びを願っていたのがこれで成 遂げられたと述べた例。後者は、晉に来寇した苻融と苻堅を長蛇 奔鯨に喩え、謝玄が八公山で彼らを破ったことを、それが切り刻まれ死体を曝したと表現した例。
唐に入り、陳子昂の「感遇詩三十八首」其十三（全八三）に「徂
























邂逅の喜びを詠じた聯句。柴注、詩題 「遇」といい「偶」というところから、予定外の人事であった可能性を指摘するが、そうであるすれば、 こ 再会も予期せぬ出逢いだったのかもしれな 。だとしたら、彼らの再会の喜びもひとしおであったと思われる。
この聯句で注目されるのは、 【語釈】でも記したように、李紳 結び
の四句が裴度に対する称賛と援引を願うことばで終始し おり、劉との邂逅の喜びという聯句 主題がほ んど感じられな 点であろう。裴度に対する称賛の思いは参加者共通の思いということなのではあろうが、主賓の劉 であればまだしも 陪席の李紳の句 し は特殊と思われ 例えば白の担当部分と比べると かなり趣が異なるように感じられる。先述のように、これが予期せぬ再会であったとするなら、その喜びを詠じていない は、一層奇妙な とといえるのではないだ





席に連なっているというのみであるため、まるで李紳個人の思いを詠じて裴度に贈 た詩のようであり、それと関係があるかどうかは分からないが、 この四句は、 次の⑩ 聯句の李紳の担当部分二箇所とともに、独立した絶句「和晉公三首」 して、 『萬首唐人絶句』に収められて る。
なぜこのようなことになったのであろうか。 【参加者】の項目で述べ
たとおり、現存する資料から見る限りでは李紳が参加した初めての聯句であるから とにかく裴度に気に入られたいという強い願いがあったのだろうか。あるいは単に聯句 慣れ ないためということもあるのかもしれない または、予期せぬ再会だった可能性が ると うことが、何か時間的制約に関係があったとしたら、慌てて結び 形を作ろう して、全体への心配りを欠いてしまった ろうか。担当が一回ずつで全一六句という は、長篇化する傾向のある後期の聯句としては短いといえるが これもや 時間的制約と関わってい 可能性もある。
実際の所はよく分からないが、ほぼ同時期に作られた次の⑩の聯句
では、李紳 主題に沿った四句を詠じている いえ 軌道修正を試みているように思われ ただ、それでも他の参加者の担当部分に比べると、絶句として読ま ていることが示すように、李紳 四句 独立性が強く 座の雰囲気を楽しむ要素が少ないようにも思われる。この時期に作られた三首の聯句のうち、最後の⑪の聯句に李紳が参加していないのは、聯句に対する姿勢が裴度・劉白 やや異なって たため
なのかもしれない。
この点については，次の⑩の聯句の【備考】において、再び考えて
みることとしたい。なお、この聯句とほぼ同時期に作られたと思われる唱和詩があるが、それにつ ては最後の⑪の聯句の【備考】において触れることにする。
